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所得課税におけるベイシスの意義 
















































例外が導入されたのは1934年歳入法の時点である。Compare Revenue Act of 1934, §

















































































れる場合に限るといった限定が付されていた。See Revenue Act of 1894, §§27-28, 28





















































































































































































































年度 賃料 償却費 所得金額 ベイシス 年金 非課税等 所得金額 ベイシス
１  3,000  （2,000） 1,000 10,000  3,000  （2,308）   692 10,000
２  2,800  （2,000）   800  8,000  2,800  （2,154）   646  7,692
３  2,600  （2,000）   600  6,000  2,600  （2,000）   600  1,138
４  2,400  （2,000）   400  4,000  2,400  （1,846）   114  3,138
５  2,200  （2,000）   200  2,000  2,200  （1,692）   108  1,692
６      0      0     0      0      0      0     0     0

















































































年度 賃料 償却費 所得金額 ベイシス 賃料 償却費 所得金額 ベイシス
１  3,000  （2,000） 1,000 10,000  3,000      0  3,000      0
２  2,800  （2,000）   800  8,000  2,800      0  2,800      0
３  2,600  （2,000）   600  6,000  2,600      0  2,600      0
４  2,400  （2,000）   400  4,000  2,400      0  2,400      0
５  2,200  （2,000）   200  2,000  2,200      0  2,200      0
６      0      0     0      0      0      0      0      0





























年度 CF P C Δ A
FV
SUM １ ２ ３ ４ ５
０      0 10,000      0 10,000 10,000 2,727 2,314 1,913 1,639 1,366 
１  3,000  1,000  3,000  （2,000）  8,000     0 2,141 2,149 1,803 1,103 
２  2,800  800  2,800  （2,000）  6,000     0     0 2,364 1,983 1,613 
３  2,600  600  2,600  （2,000） 4,000     0     0     0 2,182 1,818 
４  2,400  400  2,400  （2,000） 2,000     0     0     0     0 2,000 
５  2,200  200  2,200  （2,000）     0     0     0     0     0     0
６      0      0      0      0







































































































































０ 0 10,000      0 2,000  8,000  （2,000）      0      0
１  1,000      0 10,000  200  800  2,800  （2,000）  8,000
２  800      0  8,000  160  640  2,640  800  8,800
３  600      0  6,000  120  480  2,480  3,440  9,440
４  400      0  4,000    80  320  2,320  1,920  9,920
５  200      0  2,000    40  160  2,160  8,240 10,240
６      0      0      0     0      0      0 10,400 10,400








































































































０ 11,000      0      0 3,000 12,000  2,000      0      0
１  1,000      0 10,000  200  800  2,800  2,000 12,000
２  800      0  8,000  160  640  2,640  4,800 12,800
３  600      0  6,000  120  480  2,480  7,440 13,440
４  400      0  4,000    80  320  2,320  9,920 13,920
５  200      0  2,000    40  160  2,160 12,240 14,240
６      0      0      0     0      0      0 14,400 14,400





















































































いわれる。See Jasper L. Jr. Cummings, The Silent Policies of Conservation and Cloning 









































について一般的に行われている。See e.g. Marvin A. Chirelstein & Lawrence Zelenak, 

































０      0     0      0      0      0     0      0      0
１  3,000  600  3,000 （10,000）  （2,000）（1,000）  3,000  （2,000）
２  2,800  160  2,800  （8,000）  （2,000）    （800）  2,800  （2,000）
３  2,600  120  2,600  （6,000）  （2,000）    （600）  2,600  （2,000）
４  2,400  480  2,400  （4,000）  （2,000）    （400）  2,400  （2,000）
５  2,200  440  2,200  （2,000）  （2,000）    （200）  2,200  （2,000）
６      0     0      0      0      0     0      0      0






























































再生と課税 ― コーポレート・ファイナンスと法政策論の日米比較 ― 』（東京大学出
版会，2017年）107-121頁なども参照。








































































１  2,637.98  （2,000.00）   637.98  2,637.98  （2,637.98）  0.00  0.00
２  2,637.98  （2,000.00）   637.98  2,637.98  （2,374.18）   （200.00）  63.80
３  2,637.98  （2,000.00）   637.98  2,637.98  （2,110.38）   （400.00） 127.60
４  2,637.98  （2,000.00）   637.98  2,637.98  （1,846.58）   （600.00） 191.39
５  2,637.98  （2,000.00）   637.98  2,637.98  （1,582.79）   （800.00） 211.19
６      0.00      0.00  0.00      0.00      0.00  0.00  0.00































































１  2,637.98  （2,000.00）   637.98  2,637.98  0.00  （2,000.00）   637.98 
２  2,637.98  （2,000.00）   637.98  2,637.98  0.00  （2,000.00）   637.98 
３  2,637.98  （2,000.00）   637.98  2,637.98  0.00  （2,000.00）   637.98 
４  2,637.98  （2,000.00）   637.98  2,637.98  0.00  （2,000.00）   637.98 
５  2,637.98  （2,000.00）   637.98  2,637.98  0.00  （2,000.00）   637.98 
６  0.00  0.00  0.00  0.00  0.00  0.00  0.00 
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課税結果（39）を生じ




































































































































































































年度 事業利益 賃料 償却費 所得金額 税額
ベイシス
（乙）
０ 10,000.00      0.00       0.00 10,000.00 2,000.00      0.00
１      0.00  2,637.98   （4,000.00）  （1,362.02）    （272.40） 20,000.00
２      0.00  2,637.98   （4,000.00）  （1,362.02）    （272.40） 16,000.00
３      0.00  2,637.98   （4,000.00）  （1,362.02）    （272.40） 12,000.00
４      0.00  2,637.98   （4,000.00）  （1,362.02）    （272.40）  8,000.00
５      0.00  2,637.98   （4,000.00）  （1,362.02）    （272.40）  4,000.00
６      0.00      0.00       0.00      0.00    0.00      0.00

















































































































　William Vickrey, AGENDA FOR PROGRESSIVE TAXATION, at 198-202 （1947）.
　渕・前掲注11-17頁も参照。
　Simons, supra note 19, at 49. その優れた解説として，藤谷武史「非営利公益団体課税
の機能的分析⑵― 政策税制の租税法学的考察― 」國家學會雑誌118巻１・２号１
頁，28-29頁（2001年）参照。

































れば，何の問題もない結果である」と述べている。See William D. Andrews, Personal 























































































































　４． Carry-over basis ルールの対象となる資産のベイシスには，旧所有者
の課税後所得の金額が，当該旧所有者の下での当該資産のベイシスの
金額を限度として配分される。
岡　法（68―３・４）
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